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広
島
県
大
阪
情
報
セ
ン
タ
ー
は
大
阪
駅
前
第
１
ビ
ル
に
あ
り
ま

す
。
関
西
・
中
部
地
区
に
お
け
る
広
島
県
の
情
報
発
信
拠
点
と
し

て
、
観
光
情
報
や
、
Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
就
職
、
企
業
立
地
の
紹
介
な
ど

を
行
っ
て
い
ま
す
。
観
光
の
モ
デ
ル
コ
ー
ス
の
相
談
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
広
島
に
関
す
る
幅
広
い
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
の
大
人
が

　
　
　
　
英
語
を
学
ぶ

マルタでの英語研修（2009年11月）

CR Co.,Ltd.
Tel. ０６-６３１３-２３０８

大阪府大阪市北区西天満 ４－１０－１６

（ 担当：音田）

from Essayist Maggiemokuren

日本人のままで、英語に親しみ、習得する。ネイティブの真似をしても海外で通用

する英語を話す事は出来ません。言葉の壁ではなく、心の壁を取り除く事が大切。

自身の中にある気持を表現する英語を探す。話したいという気持が最重要。興味の

ある事は、覚える努力を必要としないので、英語を愉しむ事が出来ます。誰かに何

かを伝えたい。相手や目的がある事で言葉は存在しています。

アルファベットAからZの発音を習得する。読めるものは、簡単に書く事が出来るよ

うになります。言葉の始まりは音声です。

　
言
葉
と
は
、
大
辞
林
に
よ

れ
ば
、
「
人
の
発
す
る
音
声

の
ま
と
ま
り
で
、
そ
の
社
会

に
認
め
ら
れ
た
意
味
を
持
っ

て
い
る
も
の
。
感
情
や
思
想

が
音
声
ま
た
は
文
字
に
よ
っ

て
表
現
さ
れ
た
も
の
」
と
な
っ

て
い
ま
す
。
英
語
も
日
本
語
も
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
育
っ
た
「
お

国
言
葉
」
、
い
わ
ゆ
る
「
方
言
」

と
捉
え
る
事
が
出
来
ま
す
。

関
西
人
は
な
か
な
か
関
東
弁

に
馴
染
め
ず
、
も
っ
と
遠
く
、

東
北
、
鹿
児
島
、
沖
縄
の
言

葉
は
、
聞
き
取
る
事
さ
え
難

し
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
大

人
と
し
て
の
感
情
、
思
想
が

発
達
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
言

葉
も
豊
か
に
な
っ
て
い
く
の

が
ヒ
ト
の
常
。
心
の
中
に
あ

る
モ
ノ
を
、
英
語
圏
の
言
葉

に
置
き
換
え
る
作
業
は
、
日

本
語
を
英
語
に
訳
す
事
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
英
語
は
、
日

本
に
育
っ
た
ヒ
ト
の
心
を
表

現
す
る
、
も
う
一
つ
の
手
段

で
す
。

　
英
語
を
学
ぶ
上
で
の
大
き

な
勘
違
い
に
気
付
け
ば
、
も
っ

と
楽
に
話
を
す
る
事
が
出
来

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
英
語

で
話
せ
な
い
の
は
、
日
本
人

の
大
人
と
し
て
の
豊
か
な
感

性
を
表
現
す
る
「
英
語
の
作
法
」

を
学
ぶ
機
会
が
少
な
い
か
ら

だ
と
思
い
ま
す
。
日
本
語
は
、

丁
寧
、
尊
敬
、
謙
譲
、
な
ど

相
手
を
思
い
や
る
心
を
大
切

に
発
展
し
て
き
て
い
ま
す
の
で
、

日
本
人
で
あ
る
事
、
大
人
で

あ
る
事
を
無
視
し
た
英
語
は
、

言
葉
で
さ
え
無
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

自身の体験を基にした、斬新な「ことば」へのアプローチ。
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い
つ
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ま

み

ぶ
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め
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み
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と
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け
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と

お
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ど
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ぞ
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ら

や
ま
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お
ろ
ち

  

広
島
県
は
、
中
国
・
四
国
地

方
で
最
も
人
口
が
多
く
、
政
治

や
経
済
の
動
き
も
活
発
で
す
。

昔
の
国
名
か
ら
、
西
部
を
安
芸
、

東
部
を
備
後
と
い
う
こ
と
が
あ

り
、
さ
ら
に
安
芸
の
北
部
を
芸

北
、
備
後
の
北
部
を
備
北
と
も

呼
び
ま
す
。
県
庁
所
在
地
の
広

島
市
は
人
口
１
１
７
万
人
。
１

９
８
０
年
（
昭
和
55
年
）
に
政

令
指
定
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

各
官
庁
の
出
先
機
関
の
ほ
か
大

企
業
の
支
社
、
放
送
局
や
新
聞

社
が
あ
る
ほ
か
、
瀬
戸
内
海
沿

岸
の
瀬
戸
内
工
業
地
域
の
中
心

都
市
の
一
つ
で
も
あ
り
ま
す
。

　
東
部
の
中
心
都
市
は
福
山
市

で
、
江
戸
時
代
に
は
、
城
下
町

と
し
て
発
達
し
、
明
治
時
代
初

期
に
は
福
山
県
が
置
か
れ
た
こ

と
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、

紡
績
業
、
鉄
鋼
、
電
気
機
械
な

ど
の
工
業
が
発
達
し
、
現
在
は

瀬
戸
内
工
業
地
域
の
工
業
都
市

の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

瀬
戸
内
海
に
面
す
る
呉
市
は
、

明
治
時
代
以
降
、
海
軍
の
ま
ち

と
し
て
急
速
に
発
展
し
ま
し
た
。

軍
艦
を
造
る
工
廠
が
置
か
れ
、

戦
艦
大
和
は
こ
こ
で
造
ら
れ
ま

し
た
。
戦
後
、
工
廠
は
廃
止
さ

れ
ま
し
た
が
、
造
船
業
、
鉄
鋼

業
が
盛
ん
に
な
っ
た
ほ
か
、
海

上
自
衛
隊
の
呉
基
地
が
置
か
れ

て
い
ま
す
。
竹
原
市
は
、
江
戸

時
代
か
ら
明
治
時
代
に
か
け
て

塩
田
と
酒
造
り
で
栄
え
、
小
京

都
と
呼
ば
れ
た
街
で
す
。
現
在

は
、
造
船
、
金
属
、
食
品
工
業

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　　
広
島
市
は
、
江
戸
時
代
に
城

下
町
と
し
て
発
達
し
、
明
治
時

代
以
降
は
陸
軍
の
基
地
と
い
う

役
割
を
担
っ
て
い
ま
し
た
。
広

島
市
沖
合
の
江
田
島
に
は
海
軍

兵
学
校
が
置
か
れ
、
宇
品
港
は

軍
港
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
次
世
界
大
戦
中
に
呉
市
は
、

幾
度
か
の
空
襲
に
あ
い
、
大
き

な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。
そ
し

て
、
戦
争
末
期
の
１
９
４
５
（
昭

和
20
年
）
８
月
６
日
。
広
島
市

に
、
人
類
史
上
初
め
て
原
子
爆

弾
が
投
下
さ
れ
ま
し
た
。
被
害

は
、
そ
の
年
の
末
ま
で
に
約
14

万
人
も
の
人
が
亡
く
な
る
と
い

う
大
規
模
な
も
の
で
し
た
。
被

害
は
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、

放
射
線
を
浴
び
た
こ
と
に
よ
る

血
液
や
内
臓
の
病
気
で
、
さ
ら

に
多
く
の
人
が
犠
牲
に
な
り
ま

し
た
。
今
年
で
、
原
子
爆
弾
の

投
下
か
ら
67
年
が
経
ち
、
当
時

の
こ
と
を
知
る
人
た
ち
の
平
均

年
齢
は
78
歳
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
方
々
の
ノ
ー
モ
ア
ヒ
ロ
シ

マ
を
伝
え
る
言
葉
が
戦
争
を
知

ら
な
い
人
々
に
大
き
な
影
響
を

与
え
て
い
ま
す
。
爆
心
地
は
、

平
和
記
念
公
園
と
し
て
整
備
さ

れ
て
い
ま
す
。
原
爆
ド
ー
ム
や

原
爆
の
子
の
像
、
広
島
平
和
記

念
資
料
館
か
ら
、
平
和
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の

で
す
。
な
お
、
被
爆
の
現
状
を

伝
え
る
原
爆
ド
ー
ム
は
１
９
９

６
年
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺

産
に
登
録
さ
れ
ま
し
た
。
　

　
広
島
県
が
世
界
に
誇
る
観
光

資
源
と
し
て
、
世
界
文
化
遺
産

の
原
爆
ド
ー
ム
、
厳
島
神
社
と

ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
の
壬

生
の
花
田
植
（
北
広
島
町
）
が

あ
り
ま
す
。
厳
島
（
通
称
・
宮

島
、
廿
日
市
）
は
、
広
島
湾
西

部
に
あ
り
、
松
島
（
宮
城
県
）
、

天
橋
立
（
京
都
府
）
と
と
も
に

日
本
三
景
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
厳
島
神
社
は
市
杵

島
姫
命
な
ど
を
祀
り
、
初
め
て

建
て
ら
れ
た
の
は
６
世
紀
と
い

わ
れ
ま
す
。
ほ
ぼ
現
在
の
形
に

造
営
し
た
の
は
平
清
盛
。
平
安

時
代
末
期
の
貴
族
の
住
ま
い
様

式
で
あ
る
寝
殿
造
り
を
採
用
し

て
い
ま
す
。
潮
が
満
ち
る
と
、

神
社
全
体
が
海
に
浮
か
ん
で
い

る
か
の
よ
う
に
見
え
、
背
後
の

弥
山
と
調
和
し
、
と
て
も
美
し

い
風
景
と
な
り
ま
す
。
観
光
遊

覧
船
で
は
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ

た
五
重
塔
や
千
畳
閣
を
眺
め
な

が
ら
、
大
鳥
居
を
く
ぐ
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。
壬
生
の
花
田
植

は
、
江
戸
時
代
か
ら
北
広
島
町

に
伝
わ
る
田
植
え
の
慣
習
を
伝

え
る
民
俗
芸
能
で
、
毎
年
６
月

の
第
１
日
曜
日
に
行
わ
れ
ま
す
。

10
頭
を
超
え
る
飾
り
牛
が
絢
爛

豪
華
な
刺
繍
の
布
と
首
玉
を
ま

と
っ
て
代
掻
き
を
行
い
、
早
乙

女
が
太
鼓
や
鉦
の
囃
子
に
あ
わ

せ
て
田
植
歌
を
歌
い
な
が
ら
早

苗
を
植
え
て
い
く
行
事
で
す
。

　
現
在
放
映
中
の
大
河
ド
ラ
マ

「
平
清
盛
」
ゆ
か
り
の
地
に
も

注
目
で
す
。
呉
市
警
固
屋
と
音

戸
（
倉
橋
島
）
の
間
に
あ
る
海

峡
（
音
戸
の
瀬
戸
）
は
、
平
安

時
代
末
期
に
、
平
清
盛
が
日
宋

貿
易
の
航
路
と
し
て
開
い
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
西
の
海
に

沈
み
か
け
た
夕
日
を
清
盛
が
扇

で
招
き
返
し
、
一
日
で
音
戸
の

瀬
戸
を
切
り
開
い
た
と
の
伝
説

に
基
づ
き
、
音
戸
の
瀬
戸
公
園

に
清
盛
の
日
招
像
が
建
っ
て
い

ま
す
。
音
戸
の
瀬
戸
ド
ラ
マ
館

（
呉
市
）
に
は
、
ロ
ケ
で
使
用

さ
れ
た
実
物
の
大
型
和
船
や
海

上
シ
ー
ン
の
撮
影
で
の
衣
装
、

小
道
具
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

宮
島
の
宮
島
歴
史
民
俗
資
料
館

（
廿
日
市
市
）
で
も
平
清
盛
企

画
展
示
を
催
し
て
い
ま
す
。
清

盛
役
の
松
山
ケ
ン
イ
チ
さ
ん
が

法
皇
の
前
で
舞
を
し
た
白
い
衣

装
や
、
加
藤
あ
い
さ
ん
が
清
盛

の
先
妻
の
高
階
明
子
を
演
じ
た

際
の
水
色
の
小
袖
が
展
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
季
節
ご
と
の
祭
り
の
ひ
と
つ

に
、
ひ
ろ
し
ま
神
楽
が
あ
り
ま

す
。
神
楽
は
、
米
の
収
穫
を
祝

い
、
ま
た
作
業
の
苦
労
か
ら
解

放
さ
れ
て
と
も
に
喜
び
を
分
か

ち
あ
う
ま
つ
り
で
す
。
安
芸
高

田
市
や
北
広
島
町
な
ど
、
芸
北

地
域
の
神
楽
は
出
雲
神
楽
を
源

流
に
、
石
見
神
楽
を
経
て
、
高

千
穂
、
備
中
の
神
楽
様
式
、
そ

し
て
中
国
山
地
の
農
民
信
仰
を

融
合
し
た
、
演
技
性
の
強
い
神

楽
と
し
て
知
ら
れ
ま
す
。
紅
葉

狩
や
八
岐
大
蛇
な
ど
の
演
目
は
、

ス
ピ
ー
ド
と
躍
動
感
に
あ
ふ
れ
、

ま
た
斬
新
な
演
出
の
ス
ー
パ
ー

神
楽
な
ど
も
大
変
人
気
を
呼
ん

で
い
ま
す
。

 

次
回
は
、
広
島
県
の
味
覚
と

伝
統
の
技
に
つ
い
て
紹
介
し
ま

す
。
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